
可
決
さ
れ
た
議
案

○
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算次

の
内
容
で
総
額
八
十
五
億
四

千
百
五
十
万
円
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

①
地
元
中
小
企
業
の
受
注
機
会
を

確
保
す
る
た
め
、
市
民
利
用
施
設

の
小
規
模
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
、
地
域
経
済
対
策
に
要
す

る
経
費

②
勤
労
者
職
業
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
」（
北
区
北
二

四
西
五
）
の
所
有
権
を
独
立
行
政

法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
か
ら

取
得
す
る
経
費

③
屯
田
北
地
区
の
生
徒
数
増
加
に

対
応
し
て
新
設
す
る
中
学
校
の
用

地
取
得
費

④
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
と
な
っ

た
生
活
保
護
費
や
私
立
保
育
所
運

営
費
な
ど

○
平
成
十
五
年
度
老
人
医
療
会
計

補
正
予
算

医
療
費
の
増
加
に
よ
り
不
足
が

生
じ
る
見
込
み
と
な
っ
た
医
療
給

付
費
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

○
札
幌
市
自
転
車
等
の
放
置
の
防

止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
案

急
増
す
る
放
置
自
転
車
に
対
応

す
る
た
め
、
自
転
車
等
放
置
禁
止

区
域
外
の
道
路
、
公
園
な
ど
公
共

の
場
所
で
も
、
生
活
環
境
や
都
市

機
能
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
移
動
を

指
導
し
た
上
で
、
撤
去
な
ど
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
札
幌
市
基
金
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
な

ど
合
計
十
七
件
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

敬
老
パ
ス

む
ら
ま
つ
ま
さ

み

村
松
正
海（
自
民
党
）

問

市
長
は
敬
老
パ
ス
制
度
が
具

体
的
に
ど
う
あ
る
べ
き
と
考
え
る

の
か
。

答

あ
く
ま
で
も
制
度
の
存
続
を

前
提
に
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

市
民
議
論
の
経
過
を
総
合
的
に
判

断
す
る
と
、
制
度
を
存
続
し
て
い

く
た
め
に
は
、
利
用
者
に
経
費
の

一
部
を
負
担
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
利
用
実
績
に
見
合

う
各
交
通
事
業
者
へ
の
負
担
を
考

え
る
と
、
利
用
回
数
に
制
限
の
な

い
現
行
の
フ
リ
ー
パ
ス
制
度
か
ら
、

利
用
可
能
な
金
額
に
一
定
の
制
限

を
設
け
る
プ
リ
ペ
イ
ド
方
式
に
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
利
用
者
に
一
部
負
担
し
て

も
ら
う
金
額
や
利
用
上
限
額
な
ど

の
具
体
的
な
内
容
は
、
議
会
で
議

論
を
深
め
、
判
断
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

市
民
か
ら
の
医
療
に
関
す

る
相
談
対
応

ふ
じ
わ
ら
ひ
ろ
あ
き

藤
原
�
昭（
民
主
党
・
市
民
の
会
）

問

本
市
も
市
民
か
ら
の
医
療
に

関
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
患
者
や
家
族
と

医
師
や
医
療
機
関
と
の
信
頼
を
構

築
す
る
た
め
、
公
的
な
第
三
者
機

関
と
し
て
定
期
的
に
相
談
や
苦
情

の
内
容
を
分
析
し
、
重
要
な
事
例

に
対
す
る
指
導
、
助
言
を
行
う
医

療
安
全
推
進
協
議
会
を
同
時
に
設

置
す
べ
き
で
あ
る
が
考
え
を
伺
い

た
い
。

答

平
成
十
六
年
度
の
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
、
医
療
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
保
健
所
に
設
置
す
る
。

相
談
窓
口
に
は
、
専
用
電
話
を
設

け
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
周
知
を
図
り
た
い
。

ま
た
、
医
療
安
全
推
進
協
議
会

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
相
談
窓
口

に
寄
せ
ら
れ
た
内
容
を
分
析
し
、

平
成
十
七
年
度
以
降
の
設
置
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

連
絡
所
の
「
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
」
改
編

み

う
ら
え
い
ぞ
う

三
浦
英
三（
公
明
党
）

問

連
絡
所
を
改
編
し
て
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
ね
ら
い

は
何
か
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
配

置
す
る
職
員
は
、
市
職
員
に
限
ら

ず
地
域
に
愛
着
を
持
つ
人
材
の
登

用
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い

か
が
か
伺
い
た
い
。

答

地
域
住
民
や
団
体
の
活
動
を

支
援
す
る
業
務
な
ど
を
新
た
に
加

え
、
機
能
を
高
め
よ
う
と
考
え
て

い
る
。
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

改
編
に
伴
い
、
柔
軟
な
発
想
に
よ

る
課
題
解
決
能
力
や
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
能
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
今
後
も
適
材
適
所
を

基
本
と
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

地
区
連
絡
員
と
し
て
配
置
し
て
い

る
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
も
地
域

の
実
情
に
精
通
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
情
熱
を
持
っ
た
人
材
の
採
用
な

ど
に
も
配
慮
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

敬
老
パ
ス
制
度

み
や
か
わ

じ
ゅ
ん

宮
川

潤
（
共
産
党
）

問

敬
老
の
精
神
で
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
の
制
度
に
受
益
者
負
担
と

い
う
考
え
方
を
持
ち
込
む
こ
と
に
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～～平平成成１１６６年年第第１１回回定定例例会会

２２月月２２５５日日にに開開会会ししたた第第１１回回定定例例会会とと各各委委員員会会のの活活動動状状況況（（２２
月月１１１１日日～～３３月月１１００日日））ににつついいてておお知知ららせせししまますす。。
ななおお、、３３月月１１１１日日以以降降のの内内容容はは、、５５月月号号ででおお知知ららせせししまますす。。

平平成成１１５５年年度度一一般般会会計計
補補正正予予算算ななどどをを可可決決

代
表
質
問
か
ら

今
回
の
定
例
会
で
は
、
三
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
三
日
間
の
日
程
で
代
表

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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